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★国内外の化学災害20件を分析し現場保安チェックポイントを2,000件抽出

★化学災害の分析手法として産総研の「事故分析手法PFA®」を採用

★現場で活用するためのウェブアプリケーション「現場保安チェックポイント集検索システム」開発

★チェックポイント、 RISCAD、ポータルサイトで産業保安に関する情報をワンストップで提供

★化学関連企業によるベータ版の試用がすでに始まっており、現在も様々な業種のモニター企業募集中

設備設計、変更管理、開発起業、非定常作業、定常作業等について

現場経験・技術・知識の豊富な技術者が過去事故から隠れた教訓を抽出

化学、石油、石油化学等における現場の保安を応援します！

【背景】
• 事故事例から教訓を得るためには長い事故報告書を読み解く時

間が必要であることから、事故情報が活用されにくい

• プラントを立ち上げたベテラン技術者が定年を迎え設備がブ
ラックボックス化する懸念

• 現場の作業員に対し、保安上の注意をわかりやすく伝えるニー
ズが高まっている

成果普及促進のための説明会
を開催し企業ニーズを収集

参加企業
2017.7.13 大阪会場：70名
2017.7.20 東京会場：120名

【方法】
• 2002年より産総研が管理する「リレーショナル化学災害データ

ベース（RISCAD）」に掲載されている事故進展フロー図に基
づき事故を分析

• 事故進展フロー図はRISCAD掲載の情報をもとに発生原因を分
析する「事故分析手法PFA®」（2013年に商標登録）により作
成されたもの

• 様々な経歴を持つベテラン技術者同士のディスカッションで事
故進展フロー図を詳細に解析し、チェックポイントを抽出

【これまでの成果】
• 国内外の化学災害20件から2,000件のチェックポイントを抽出

• 事業者によるチェックポイントの活用と保安力の向上を支援す
るためのチェックポイント集検索ソフトを開発

• CP検索ソフト、RISCAD、産業保安ポータルサイト「さんぽの
ひろば」を連携し、産業保安向上に役立つ情報をワンストップ
で提供する環境を構築

• 2017年度よりモニター企業へのシステム提供を開始し実運用化

【今後の展開】
• 平成29年度 石油精製等に係る保安対策調査等事業でチェック

ポイントの拡充と検索システムの高度化を継続中

• 産業保安セミナーを開催しチェックポイント集及び検索システ
ムを普及

• 企業からのシステムカスタマイズや社内イントラへのインスト
ール等の要望に対する準備

事故報告書に隠れている安全上の注意事項を誰でも簡単に利活用できる「チェックポイント」として抽出しました

*平成28年度石油精製業保安対策事業（高圧ガスの過去事故分析によるチェックポイントの調査研究）

チェックポイント具体例


